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日 時： 2015 年 6 月２7 日(土) 10：00～16：30 

受講対象：福祉・教育・医療・心理・保健・行政などで支援に携わっている方 

講 師：山本 淳一 氏 

慶應義塾大学 文学部 心理学専攻 教授(文学博士)・臨床心理士・臨床発達心理士 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：是村 由佳 氏 （株）コレムラ技研バラスト事業部、慶應義塾大学先導研究センター 

会 場：東京ＹＷＣＡ会館 カフマンホール（JR「御茶ノ水」駅 徒歩 3 分） 

定 員：100 名                    （下記地図参照）   

参加費：２，５００円   当日受付にてお支払いください 
 

お申込：申込用紙に必要事項をご記入の上ＦＡＸで、または申し込み内容を記載の上 

メールにて送信下さい。      申し込み締切：６月 20 日(土)  

※事前学習(35 分の講義映像視聴)の上ご参加ください(詳細裏面)。 
 

～一貫した発達支援を目指して～ 
障がいのある人が、生涯にわたって安心して暮らしていける社会の実現のためには、ライフステー

ジ（乳幼児期～学齢期～青年期～成人期）を常に意識しながら、一貫した支援を継続していくことが

必要です。また、障がい児者への支援については、医療・保健・福祉・教育・労働・心理等、関係す

る分野が横断的に関わる視点、具体的な連携も欠かすことができません。 

法制度の改正が進む中、とりわけ発達障がい（自閉症スペクトラム）に対する理解と取り組みへの

課題は大きく注目されています。 

本セミナーでは、発達障がい児・者へのライフステージを通じた支援について、様々な分野の参加

者が集い、共に学んで参りました。4 年目を迎えた今回は、山本淳一先生をお迎えし、特に幼児期か

ら学齢期にかけて支援に当たっている専門職・支援者の皆様にとって、"明日から役立つ支援"に出会

い、学べる大きなチャンスです。皆様のご参加をお待ちしております。 

開催事務局 

お申込み・お問い合わせは下記へどうぞ 

東京ＹＷＣＡ板橋センター 

〒174-0043 

東京都板橋区坂下 1-34-25 

電話：０３－５９１４－１８５４ 

FAX：０３-５９１４-１８５２ 

Ｅ－mail  itabashi@tokyo.ywca.or.jp 

 

 
 

主 催：公益財団法人愛恵福祉支援財団（HP：http://www.aikei-fukushi.org/） 

共 催：公益財団法人東京ＹＷＣＡ 社会福祉事業部 

発達障がい児・者を支える 
第４回 ライフステージに沿った支援を考える 

～幼児期・学齢期を中心に～ 

『１日で身につく発達支援と応用行動分析』 

●日大病院 



＜プログラム概要＞ 

10：00～10：10 

10：10～10：３0 

10：30～12：00 

主催者あいさつ 愛恵福祉支援財団より 

事前学習（講義映像視聴）のまとめ 

講義 発達支援と行動問題解決に関する実践事例検討 

12：00～13：00 昼食 

13：00～15：00 

15：00～16：00 

16：30 終了 

発達支援と行動問題解決に関するワークショップ 

まとめと質疑応答 

アナウンス・アンケート記入 

 

＜事前学習＞ 

本研修セミナーでは、明日から使える実践的な知識を身につけていただきたいため、開始後すぐに、

実践事例検討にはいります。そのため、講義映像を視聴し、発達支援と行動問題の解決の全般にわた

る学習を事前におこなってからご参加をお願いします。 

下記の URL に「2015 年度 公益財団法人愛恵福祉支援財団 研修セミナー」の事前講義視聴コー

スをＵＰしています。「ゲストとしてログインする」でログインしてください。 

http://www.aba-econsultation.jp/ ※ログインができない場合はお問い合わせください。 
 

＜講師プロフィール＞ 

山本 淳一 氏 

慶應義塾大学大学院社会学研究科心理学専攻博士課程修了。明星大学、筑波大学を経て現職。 

著書・吉野智富美（著）山本淳一（監修）（2012）「スクールシャドー入門」 学苑社  

・山崎裕司・山本淳一(編) (2008) 「リハビリテーション効果を最大限に引き出すコツ 

：応用行動分析で運動療法と ADL 訓練は変わる」 三輪書房 

・山本淳一･池田聡子（2007）「できる！をのばす学習と行動の支援」日本標準 

・山本淳一･池田聡子（2005）「応用行動分析で特別支援教育が変わる」図書文化 

最近の研究領域・早期発達支援プログラムの開発と効果の分析 

・コンピュータ学習支援プログラムの開発と評価 

・インターネットによるコンサルテーションシステム（e-consultation）の開発 

・発達支援エキスパート養成のための短期集中スタッフ指導 

・乳幼児の感情理解の発達と障害の実験心理学・神経科学的分析 
 
 

研修申し込み用紙 ＜ＦＡＸ ０３（５９１４）１８５２＞ 

お名前 

ふりがな 

年代 
歳代 

連絡先 

〒 

 

電話・FAX 

Mail 

                      ★お申し込み後確認のご連絡を差し上げます。 

所属・職種 
 

研修に期待すること、解決したい課題他、ご自由にお書きください。 

★ご記入頂いた個人情報は、当財団の研修の名簿作成に使用し第三者に無断で提供することはありません。 


